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木
村
太
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一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
三
日
に
交
通
政
策
審
議
会
陸
上
交
通
分
科
会
鉄
道
部
会
整
備
新
幹
線
小
委
員

会
が
取
り
ま
と
め
た
「
整
備
新
幹
線
未
着
工
区
間
の
「
収
支
採
算
性
及
び
投
資
効
果
の
確
認
」
に
関
す
る
と
り
ま
と
め
」
に

お
い
て
、
「
今
後
、
積
極
的
に
技
術
面
の
検
討
を
行
い
、
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
速
度
向
上
の
見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
幹
線
と
貨
物
列
車
の
走
行
の
在
り
方
の
検
討
を
行
う
こ
と
等

に
よ
り
、
早
期
に
結
論
を
得
る
べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
建
設
工
事
に
係
る
物
価
上
昇
や
地
質
不
良
等
の
理
由
に
よ
り
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
費
（
以
下
単

に
「
建
設
費
」
と
い
う
。
）
が
増
額
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
建
設
費
の
一
部
を
負
担
す
る
北
海
道
及
び
青
森
県
に
対
し
建

設
費
の
増
額
に
つ
い
て
今
後
も
丁
寧
に
説
明
を
行
い
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
設
備
等
の
建
設
に
係
る
コ
ス
ト

の
縮
減
や
御
指
摘
の
「
貸
付
料
」
の
建
設
費
へ
の
充
当
に
よ
り
、
両
道
県
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
く
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
。


